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研究成果の概要（和文）：本研究の研究成果は、①明治の洋楽黎明期から昭和初期の東北地方における洋楽受容
と唱歌教育普及過程の史料収集とライブラリの設置、②ライブラリを活用した教材開発と学校教育等への資料提
供、③ライブラリの資料を活用した大学等における授業実践である。
各自治体所有の唱歌教育関連資料及び公文書等についてデータベース基礎資料を作成し、一定程度の成果が得ら
れたものの、今後も継続して取り組んでいく必要がある。また研究を通して、東北地方の洋楽受容及び唱歌教育
研究については、一層の研究の充実と発展が待たれる状況にあることが強く認識された。

研究成果の概要（英文）：The results of this research are as follows.
① A library was set up on the acceptance of Western music and the development of music education in
 the Tohoku region from the Meiji era to the early Showa era.② The historical materials and 
teaching materials in the library were used in school education.③ Classes were held at the 
university using the materials in the library.
We created basic database materials for music education materials and official documents owned by 
each local government. Although the results have been achieved, it is necessary to continue working 
on it in the future. Through this research, we recognize that research on the spread of Western 
music and the development of music education in the Tohoku region is not sufficient. We recognize 
that it is necessary to further enhance and develop research in the future.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義及び社会的意義は次の四点である。
①東北地方における洋楽普及と関連する唱歌教育資料の収集とデータベースの構築による地域の音楽文化遺産の
共有化と「地域の音楽素材」に着目した郷土学の推進。②点在化している音楽教育の史的研究をつなぐ役割が期
待され、日本の洋楽受容や唱歌教育普及にかかわる研究をこれまでとは異なる側面から探究できる。③収集した
資料の分析を通して地方における洋楽受容や唱歌教育普及過程を探求することにより、これまでの洋楽受容や唱
歌教育研究の成果を補完できる。④「地域の音楽素材」の教材性に着目した教材開発と実践によって地域の音楽
文化遺産の継承が図られる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
申請者は、これまでの研究において「地域の音楽素材」の教材性に着目し、①伝統音楽的素材

（民謡、お囃子、わらべうたなど）、②西洋音楽的素材（明治以降の地域関連の作曲家の音楽作
品や著作など）、③生涯音楽的素材（地域の特色ある文化施設や音楽活動、人材など）の三つに
分類して教材開発をするとともに、開発した教材を用いた音楽科教員養成の試み（2012、『日本
教育大学協会研究年報』第 30 集、55-66 頁）、社会教育向け教材の制作（2012、『秋田が生んだ
音、音楽―先人の音の遺産を辿る』シンフォニックス）、市民向け解説付きコンサートの開催
（2015～2018、『山形が生んだ音、音楽』）などに取り組んできた。 
研究の結果、「地域の音楽素材」は親近感の高まりが楽曲の魅力や価値を好意的に受け入れよ

うとする態度生成を促進し学習意欲が高まること、また学習意欲の高まりが音楽的諸能力の向
上をもたらすこと、さらには音楽を媒介とした人々のつながりを生み出すこと、などの学校教育
および社会教育の教材としての可能性を持つことを見出してきた。 
 これらの研究の過程で自治体の公文書や関連の資料を調査する機会があったが、紙媒体の資
料の多くが自治体ごとの文書管理の規程により機械的に廃棄されるなど、保存状況は様々であ
った。また平成の市町村合併により公文書が散逸している例も少なくなかった。そこで本研究で
は、失われつつある洋楽受容や唱歌教育普及過程の資料をデジタル化して収集保存し、それらの
有効な活用を検討することを通して地域の音楽文化遺産として継承することが音楽教育の史的
研究を進める上での喫緊の課題の一つではないかと考えた。 
日本の洋楽受容や音楽教育の史的研究については中央の視点から論じられることが多い。そ

の要因の一つは、地方においては関連資料が適切かつ体系的に保存整理されていないことが挙
げられるだろう。それらを整理してデータベースを構築する本研究の取り組みは、地域の音楽文
化遺産の継承とともに地域の音楽素材に着目した研究と実践の充実に資することを目指そうと
するものである。加えて、収集した資料の分析を通してこれまでの洋楽受容や唱歌教育研究の成
果を補完することも期待できると考える。 
 
２．研究の目的 
上記の背景およびこれまでの研究成果をもとに、本研究では、明治の洋楽黎明期から昭和初期

の東北地方における洋楽受容と関連する唱歌教育普及過程の資料をデジタルデータ化してデー
タベースを構築し、地域の音楽文化遺産の継承と、地域の音楽素材に着目した研究・実践の充実
に資することを目指す。 
研究を進めるにあたっては三つの視点で資料を収集し、デジタルデータ化して保存・蓄積した

上でデータベースを構築する。 
 
 視点１：各自治体の音楽教育関係の公文書 

楽器の購入，人事記録，校歌の許認可など 
視点２：地方新聞の音楽関係記事 

一般記事，論説，広告など 
視点３：音楽教育団体等の活動記録 

      会報，紀要，コンクール記録など 
 
その上で、下記に示すⅰ）～ⅲ）の三つの取り組みを通して地域の音楽文化遺産の継承と、地

域の音楽素材に着目した研究と実践の充実に資することを目指す。 
 
ⅰ）デジタルデータ化した資料によるライブラリの設置 

・ウｪッブ(Web)上から資料の検索、閲覧ができるシステムの構築 
ⅱ）ライブラリを活用した研究者及び社会教育・学校教育への資料提供 

・研究者や社会教育・学校教育の担当者への必要に応じたレファレンス・サービス 
・学校教育については教材開発や授業実践をサポート 

ⅲ）ライブラリの資料を活用した教材開発と大学等における授業実践 
・学部や大学院における授業実践を通してライブラリ資料の活用と指導法を開発 

 
３．研究の方法 

ⅰ）明治の洋楽黎明期から昭和初期の東北地方における洋楽普及と関連する唱歌教育資料の
データベースの構築とデジタルライブラリの設置 

・公文書等の資料は、楽器の購入、人事記録、校歌の許認可等の公文書について各自治体の公文
書館に出向いて取材調査をおこなう。 
・地方新聞の音楽関連記事については新聞社ごとのデータベースを活用するとともに、データベ
ース化されていないものについては、各自治体の図書館及び国会図書館のマイクロフィルム化
された記事を調査する。 



・音楽教育団体の動向については、各自治体の教育センターおよび生涯学習センターの資料を調
査する。 
 ⇒以上を合わせて≪東北の洋楽受容と唱歌教育普及過程データベース≫を構築し、Web 上から
の検索と一部資料の閲覧ができるようにする。 
ⅱ）ライブラリを活用した研究者及び社会教育・学校教育への資料提供 

・研究者や社会教育・学校教育の担当者への必要に応じた資料提供サービスを行う。特に学校教
育については教材開発や授業実践をサポートできるようにする。 
・ホームページ上に検索システムと資料および教材提供の連絡システムを設ける。 
ⅲ）ライブラリの資料を活用した教材開発と大学等における授業実践 
・ライブラリの資料を活用してモデル・カリキュラムを開発し、大学や社会人向け講座等で授業
実践をする。実践にあたって作成した教材はライブラリの資料として提供する。 
・授業実践を通してデータベースやライブラリの有効性を検証する。 
 
４．研究成果 
本研究では、明治の洋楽黎明期から昭和初期までの東北地方における洋楽受容と関連する唱

歌教育普及過程の史料を収集し、データベースを構築することを目的とした。研究を進めるにあ
たり、３ヵ年の研究期間内において 11 段階により研究の着実な展開を図ることをめざした。 
2019 年度は、【Ⅰ：各県公文書館、図書館等での資料収集、収集した資料の整理とデジタルデ

ータ化】、【Ⅱ：各県地方新聞の関連記事の検索と閲覧、収集した新聞記事等のデジタルデータ化】、
【Ⅲ：収集した資料のデータベース構築の作業】に取り組んだ。これらのうち【Ⅰ】については、
東北各県立図書館で関係資料の収集と閲覧が概ね順調に進んだ。【Ⅱ】については取材等を計画
していた時期にコロナの移動制限となったため、調査の初期の段階にとどまってしまった。【Ⅲ】
については、研究実績の一部でも公開できるよう準備を進めた。 
 2020 年度は研究の 11 段階中、【Ⅳ４月～６月ライブラリの開設準備、各県教育センター等で
の資料収集、収集した資料の整理とデジタルデータ化】、【Ⅴ７月～９月関係機関への広報、ライ
ブラリの試験的公開】、【Ⅵ10 月～12 月ライブラリの改善と本公開、関係機関への広報②、資料
提供サービスの試験的運用】、【Ⅶ１月～３月ライブラリ資料の活用による教材とカリキュラム
モデルの開発】に取り組む計画であった。そのうち、資料の収集については一定程度の成果が得
られたが、コロナの影響により他県への移動の制限があり、予定の成果には届かなかった。 
2021 年度は研究の 11 段階中、【Ⅷライブラリ資料を活用した教材開発、データベースの補完

とライブラリの改善】、【Ⅸライブラリ資料を活用した授業実践や社会人向け講座の実施】、【Ⅹま
とめの成果発表(学会等)】に取り組んだ。それらのうち、各自治体所有の唱歌教育関連資料、公
文書等の情報について一覧を作成した。史料の収集については一定程度の成果が得られたもの
の、今後も継続して取り組んでいく必要がある。また、研究成果の一部として報告した【データ
ベース基礎資料Ⅰ：単行本、論文】 では、東北の唱歌教育に関わる単行本、論文等についての
資料を整理、報告した。【データベース基礎資料Ⅱ：各県公文書】 では、秋田県及び宮城県の唱
歌教育及び関連する諸施策に関わる文書を調査し、一覧を作成した。 
これらの調査を通して、東北地方の洋楽受容及び唱歌教育研究については、今後の研究の充実

と発展が待たれる状況にあることが一層強く認識された。本研究の成果がその課題解決に資す
ることができるよう、今後も継続的に取り組んでいきたい。 
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